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論 又 要 旨
l

（ウレタン麻酔ラットにおける加齢に伴う尿

道機能不全）

は じ め に 】

排 尿 は 膀 脱 尿 道 の 協 調 運 動 に よ り 行 わ れ

る 私 た ち の
、ア・
れ ま で の 報 告 ぁ る し‘ は 国 内

゜
'--

外 に お し‘ て ヽ 加 齢 に 伴 う 膀 脱 機 ム月ヒヒ の 亦冬 化 に 関

し て は 様 々 な 報 告 が あ る が ヽ 加 齢 に 伴 う 尿 道

機 ム月ヒヒ の 亦冬 化 i~ '-- 着 目 し た 報 告 は 少 な し) そ
.,,. 
で

゜
'-

老 齢 ラ ツ 卜 を 用 し‘ て 加 齢 が 尿 道 機 能 に 及 ぼ す

赤冬 化 を 検 討 し た
゜

【 方 法

若 年 SD 雌 ラ ツ 卜 （ 3 ケ 月 齢 ） 8 頭 及 び 老 齢 SD 

雌 ラ ツ 卜 （ 12-15 ケ 月 ， 頭 を 使 用 し た
゜

1 ） 両 群 で ヽ ウ レ 夕 ン 麻 酔 下 に 等 ゲ合 量 性 膀 腕

内 圧 測 定 と 尿 道 灌 流 圧 UPP の 同 時 測 定 を f、9丁ー

し‘ 膀 眺 尿 道 機 ム月t ヒ を 比 較 し た
゜

2 ） 両 群 で 経 静 脈 的 に 酸 化 窒 素 NO 合

成 酵 素 の 基 質 で あ る L-arginine(100 mg/kg) 及 び NO 合 成 酵 素



の 阻 害 物 質 で あ る L-NAME (50 mg/kg) を 投 与 し て 膀 脱

尿 道 機 ム月ヒヒ 亦冬 化 を 比 較 し た
゜

【 結 果

両 群 に お し＼ て UPP 基 線 圧 ヽ 最 大 膀 脱 収 縮 圧

に 差 は み ら れ な か つ た 老 齢 ラ ツ 卜 群 に お し)

て ヽ 尿 道 弛 緩 反 応 UPP 基 線 圧 -UPPnadir ) が 著 明 に

低 下 し (p<0.05) ヽ 尿 道 弛 緩 不 全 が み ら れ た
゜
ま た

老 齢 ラ ツ 卜 群 に お し) て 尿 道 弛 緩 中 に 時 的

な 尿 道 収 縮 が み ら れ た
゜
尿 道 括 約 筋 の high frequency 

oscillation (HFO)の 振 幅 は 老 齢 ラ ツ 卜 群 で 著 明 に 低 下 し

て l,) た (p<0.05) 
゜
膀 腕 閾 値 圧 は 老 齢 ラ ツ 卜 群 で 有

，立思、 に 上 昇 し て し) た
゜
(p<0.05) 

2 ） L-arginine 投 与 後 ヽ 尿 道 弛 緩 反 応 UPP 基 線 圧 -UPP

nad1r ) は 両 群 で 有 意 な 赤冬 化 は な か つ た が ヽ 老 齢

ラ ツ 卜 群 で は 尿 道 弛 緩 中 の 時 的 な 尿 道 収 縮

が 改 善 し た
゜
L-NAME 投 与 後 ヽ 両 群 で UPPnadir は 上 昇

し た
゜
L-NAME 投 与 前 後 の 尿 道 弛 緩 反 応 (UPP 基 線

圧 -UPPnadir の 亦冬 化 は 老 齢 ラ ツ 卜 で 有 意 に 大 き ＜ 

， 頭 中 3 頭 で 排 尿 筋 括 約 筋 協 調 不 全 様 の 亦冬

化 を ホ し た
゜



（ 考 察

1 ） 老 齢 ラ ツ 卜 群 i~ '-- お し： て ヽ 尿 道 弛 緩 反 応 が

減 弱 し て し) た ァ̀- と 及 び 尿 道 弛 緩 中 の 時 的'-

な 尿 道 収 縮 が L-arginine 投 与 後 に 消 失 し た か ら ヽ 加

齢 に と も な う NO の 低 下 が ホ 唆 さ れ た
゜

2 ） 老 齢 ラ ツ 卜 群 で ヽ 尿 道 括 約 筋 の 働 き を ホ

す HFOの 振 幅 の 減 弱 が み ら れ た
..,,. 
と か ら 加 齢し一

に と も な し＼ 膀 腕 尿 道 協 調 運 動 そ の も の の 機

ム月ヒヒ 低 下 が ホ 唆 さ れ た
゜

3 ） L-NAME 投 与 前 後 の 尿 道 弛 緩 反 応 UPP 基 線 圧

-UPP nadir の 亦冬 化 は 老 齢 ラ ツ 卜 で 有 意 に 大 き ＜ 

加 齢 に 伴 し) NO が 低 下 し て し) る
、ブ

と が ホ 唆 さ れ'-

た
゜

..,.. 
れ ら 新 た な 知 見 はし一 残 尿 の 増 加 と し＼ つ た 加

齢 に 伴 ぅ 排 尿 障 害 aging bladder の 因 と な つ て

し) る 可 ム月ヒヒ 性 が あ る
゜


